
音楽におけるテンポについて

－とりまく環境と学習者の感覚を考える－

小木曽　敏　子

≪まじめに≫

テンポは元来は「時」「時間」という意味である

が音楽の場合は楽曲の速度規定で1速度標語やメト

ロノーム数で示される。テソポは拍節やリズムを生

みだす原動力であり，楽曲の表情を左右するきわめ

て大切な要素であり，曲の内容性質を表わすために

それぞれ楽曲は固有の速さをもっている。ほとんど

の曲には作曲者の意図が楽譜上にさまざまな言葉や

記号で示されている。テソポについても速度標語や

メトロノーム数で作曲者の指定テソポが示されてい

るものがほとんどである。しかし，テソポは生活感情

の表われであるから，時代により，人によって異な

ってくる。バッハのアレグロはモーツアルトのそれ

よりも遅いし，現代のアレグロはまだそれより速い。

馬車が一番早かった時代と飛行磯やロケットのスピ
ードに繁かない現代では，生活のスピードも全く異

なり，その影響がそこに生活する我々の音楽に及ば

ない管はない。しかし作曲者の時代と生活のテソポ

が現今と違うのだからといって作曲者の指定テンポ

を無視して，自分の感情のままに勝手に決めてはな

らない。楽曲には独自のテソポがあって，速度を変

えればその楽曲の性質まで変わることは十分考えら

れるし，M．G．リグの研究（註イ）でも「テンポ

が速くなれば楽しい感じが増し，遅くなれば真剣な

悲しい気分になる」という報告がなされている。こ

の実験楓　大学生に用意した4小節からなる楽旬を

メトロノーム」＝60，80，100，120，138，160の六

通りのテソポをピアノで弾いてきかせた。これをき

いて，悲しい，真剣なという塀の群と楽しいしあわ

せなという類のいくつかのことばの群との中から，

自分がきいた音楽の感じに最も近い感じを表わす言

葉をこの二群の中から選ぶというのである。そこで

テンポを増すと「楽しい」の群の言葉を選ぶ者が弘

名から83名（939ら）にふえたというのである。この

結論は我々の常識と一致する。また一方，演奏面で

のテンポの問題はとみると，現代は素人も全体にテ

クニックの向上（よく指が動くだけに終始しがちだ

が）に学習上の無関心無理解も手伝って，作曲者の

意志を汲みとらない演奏がテンポの面でも日常まま

見受けられる。

ここにテソポについて現今我々の回りをとりまく

音楽環境をみると共に，その中で学習中の学生の感

覚と意識について実験を通して調べていきたい。

《本　文》

《メトロノームについて≫

客観的なテソポの誰－のより所であるメトロノー

ムは，J。ソグールの占chom占1e（1701年）やW．

タンスールの実験などを経て，1812年のヴィソケル

の発明によったものを1816年にメルツェルが改良し

現在に至っている。ベートーベンは速度標語のあい

まいさを避けて，」＝いくつというメトロノーム数

でテソポを指示したし，ツェルニーは彼のおびただ

しい数の練習曲のテンポ指定にこれを使った。これ

がメトロノーム数での指示の最初である。

テンポが現在のテソポの意味を持つようになった

のは17世紀以後のことでち15世紀16世紀には音価の

基本単位に関する語で，人間の脈はく数や自然歩数

を基準とした。16世紀にイタリアで主として器楽曲

に速度標語が現われるが，発想用語の性格が強い。

17世紀中頃にはドイツにも速度標語は普及し，クヴ

ァソツは基準テンポを脈はくに基づいて」＝80と定

め，錘子ではAllegroassaiはj＝80で，

Allegrettoは」＝80としている。その後19世紀

には基礎テソポのみならずいろいろなテソポの変化

も指示されるようになり，本来は基礎テソボの枠内

での変化であるべきが19世紀後半には過度な使用で

基礎テソポ破壊にまでになった。その反動で20世紀

の作曲者はこまかくテンポの変化にまで楽譜に指示

し，指示に忠実な演奏スタイルが現われた。現在で

は作曲者がメトロノーム数で標準テソポを指示する
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が他に演奏時間を指示してその範囲内で演奏者に自　　由を与えるというやり方もある。

（表1）市販のメトり－ム数（単位は」＝）

メー一刀・－ 速度標語 �?ｨ��gｸ���ｸ����日　本　製　B �?ｨ��gｸ���ｸ��2�西　　独　　製 冦ｩ�x,ﾈﾛr���ｨﾌ����8ﾌ��｢�

Andante 田h-h�ﾈ��ィ�9　6へノ　76 塗���-h�ﾈ��sb�7　6へノ10　8 ��ﾘ��8���ﾈ�X�X6ﾘ�ﾘ��B�

Moderato 塔H-h�ﾃ����88′、ノ104 涛(-h�ﾃ������108へノ120 ��ﾘ��h��-h6ﾘ�ﾘ��R�

Allegro ��(��h�ﾈ�X�#�S"�120～138 ��#h���ﾃ�3��12　0へ′．16　8 ��ﾓ����ﾘ��B�

Presto ��x��h-h�ﾃ#�����176へノ200 ��sh-h6ﾓ#�����16　8～2　00 ��ﾓ����ﾘ����

指示段階数 ��(��&���､ｲ�15　段　階 ��x��&���､ｲ�8　段　階 ��

このメトロノームについて市販の4種類の主な速

度標語のメトロノーム数をみてみる。（表1参照）

Andanteの雛，日本製のものは」＝66～76の辺

に合わせるが，西独製はJ＝76～108に合わせるこ

とになり，最高限度＝最低限慶ということになる。

Modaratoは日本製では」＝84～104位だから牒

独製のAndanteの速度の範囲の中にある訳で；日

本製のメトロノームを使用すれ蝶，西独製のメトロ

ノームに合わせての演奏よりゆっくりした曲になり

西独のModerato　は日本のそれより早めというこ

とになる。楽曲のテンポがメトロノーム数で示され

ている場合はよいが，速度標語で示されていた場合

に，日本製と西独製とによりメトロノーム数の読み

とりに違いが生じかねない。が，ここでメトロノー

ムのきざみ方の段階数にもうー慶留意することと，

速度標語は速度数つまりメトロノーム数を示すだけ

でなく，数字では示すことのできない表情・性格を

示すものだということを再認識することが大切なこ

とになってくる。

《バッハとテンポ〉

バッハの作品には殆どテソポの指示が示されてい

ない。その他のアゴキーク・デュナミーク・フレー

ジソグ等々の曲の解釈・表現の手がかりになるもの

が示されていないものが多い。その中で学習者が

自分ですぐれた楽想を身につけ，それを発展させる

目的で教育用に作曲されたものにイソペソショソ

がある。19世紀初頭にバッハ復興が起った頃は，バ

ッハの曲の解説や慣例が殆ど忘れられてしまってい

たために，1801年平均律クラヴィア曲集が最初に

出版されて以来，多くの出版が今日までなされてい

るが，いろいろな困難が伴った。原典版によった版

で執　事がかりになる言葉や記号がないために使用

者たちは曲の解釈に非常に苦労させられる。また編

集者によった版で札　各編集者たちが自分の考えや

その時代の慣例によった各種の標語を示しているが，

それはパッ／、に基づくというよりも編集者自身の主
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観的な解釈によるものである。ここにインベンショ

ン2声でこの版と他の編集者による版とをテンポの

面について比較してみる（衰2a）。学習者は使用

楽譜に盲従し，迷わされ，ふりまわされるが，中で

もツエルニー編の影響は大きい。この版は今日も手

に入りやすい版で，最も多く使用されていると思わ

れるが，全曲かなりのテンポで曲の解釈と共に大き

な誤まりを伴いかねない。

バッ／、やその時代のバロック期の音楽家の楽曲の

テソポで一番のポイソトは碍子記号と楽曲中の音符

つまり音符の種類を調べることにある。拍子記号は

拍子の単位になる音符を指示し，音価と共にその楽

曲の尺度を決定する。バッハ当時はおよそ二種類の

テソポの区別をした。tt速い”と什遅い”で　楽曲

中の音符によってそのテンポは決った。拍子

Cで単位になる音符が上速い音符が月

なら犠テン糊」云0～60，♪＝80～執■♪＝

160～飢0で現代のAdagioになる。そして速いテ

ソポは遅いテンポの2倍の速さになる。拍子記号が

Cで単位になる音符が」，速い音符が月テラな

らばテソポは」＝80～120となるのである。そして

二声より三声，≡声より四声と声部が重なるほどテ

ソポはゆるやかになる笹ロミこれをふまえて楽譜

を見ることが大切で，この知識なしにいきなり学習

すると使用する版によってあまりに差のあるテソポ

に面くらってしまう。手許にあるレコードで実際の

演奏のテソポをみてみる。（表2b－参鷹）

このうちGlenn Gouldの演奏形態は他の三者と

違っていて，二声と≡声とを鼠にしてしかも演奏順

を自分の考えにより並べ変えて演素しているので

その／くランスもあって他とはテソポもかなり違った

演奏になっている。が，さすがピアニスト，速くて

も音楽にできるということが示されている。

しかし，作曲家がテンポを指定している場合は，

その指定テンポが演奏する側には大問題である。特

に古い時代の作曲者になると，速度標語による指定
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（表2a）

版 陪W&ﾖ�荼VﾆﾆW(,�.h.�+x圸W��K．Czerny編 �'W6�兢"�

ノ佑 儻i](��尨ｧ僞ith��ﾋI5ILR�peters版・国内普及版 �'&V友ｶ��iLR�

1 ��ﾆﾆVw&WGF������h��s"�Allegro　　　」＝120 ��ﾆﾆVw&��

2 ��襷�蹤X������ｨ��c��AllegromoderatoJ＝108 磐�W&�F��

3 ��ﾆﾆVw&WGF�����ｨ�#�3��Vivace　　　J〒80 蒜庸�6X���V�6��ﾆﾆVw&��

4 ��ﾆﾆVw&����������h6Sc��Allegro　　　J戸72 ��ﾆﾆVw&��

5 磐�W&�F��������h��s"�AllegromoderatoJ＝108 ��ﾆﾆVw&��

6 ��襷�蹤匁�����ｩ�｣澱�Allegretto　　Jと144 ��ﾆﾆVw&WGF��V�6���襷�蹤匁��

7 ��襷�蹤X������ｨ��c��Allegro　　　J＝112 ��ﾆﾆVw&�ﾖFW&�F��

8 ��ﾆﾆVw&�庸�VX��ｨ���#��Vivace　　　　」＝144 ��&W7F��

9 ��襷�蹤W6�7FV躙F���S"�COnSplrito　J＝116 ��ﾆﾆVw&��

10 ��ﾆﾆVw&�������ｨ�H������presto　　　　J．＝152 彦Vﾗ����F牌殆VR�

11 磐�W&�F�����ｨ��s"�Allegromnderato」＝108 磐�W&�F��

12 ��ﾆﾆVw&����������h�H��c��Allegro◆gi∝OSO　J戸84 ��ﾆﾆVw&�庸�6R�

13 ��ﾆﾆVw&WGF�����ｨ�����AllegrotrarquilloJ＝104 ��ﾆﾆVw&��

14 ��襷�蹤X�����������澱�Moderato　　J＝88 ��ﾆﾆVw&WGF��

15 磐�W&�F�������ｨ��ィ�AllegroIOntrOppOJ＝10生 磐�W&�F��

演 葵 ノ紘者 �68���ｨ��ﾔx������B�Aldo 牌ﾆV趙�RalphKirk 

Ciccolini演　奏 牌�ﾆH����B�Patrick演　奏 

1 ��襷�蹤X��ﾈ��ィ��������������」＝64 ��h��c2�」＝鋸 

2 磐�W&�F����Fﾈ��c��」＝72 �<�s"�ノ声122 

3 ��ﾆﾆVw&WGF��h��SB�戸184 畠�｣�sb�♪＝152 

4 ��ﾆﾆVw&���ｨ��c��」：＝64 ��hﾌｳs��」，＝64 

5 ��ﾆﾆVw&����h�h��モ�」＝69 ��h����B�」＝88 

6 ��ﾆﾆVw&WGF����3��♪126 ��C澱�J＝80 

7 ��襷�蹤X��ｨ��s"�」＝亜 畑����"�」＝53 

8 蒜庸�6X����ｨ���3"�J＝120 ��h������」＝120 

9 ��襷�蹤匁���ｨ��c2�J＝60 ��h�H��C��」＝班 

10 ��ﾆﾆVw&�����ｨ�H����"�」戸108 畑���c��」．＝90 

11 磐�W&�F���ｨ��s"�」＝100 畑����"�J＝100 

12 蒜庸�6X����ｨﾌｳsb�」〒72 ��h�8������」．＝69 

13 ��ﾆﾆVw&�����ｨ����"�」＝116 畑���S"�」＝100 

14 ��襷�蹤X���h��cb�J＝100 �>���B�J＝鋸 

15 ��ﾆﾆVw&WGF���ｨ���"�」＝63 ��h������」＝馳 
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があっても分らない。例えば，モーツアルトの交響

曲第40番K555の第一楽章は，Allegromolto

であるが，このttきわめて早く”の指定で」＝126

と解して演奏するとモーツアルトの独特のト短調の

雰囲気は，悲しさは表現されずに悲鳴と化してしま

う。また」＝鎚と遅くするともうどうしようもなく

なって演歌になってしまう。かといってAllegro

でなくしてしまう訳には行かない。レコードによる

と，　　カールベーム

井上道義

カラヤン

フノしトペソダラー」〒120

速く演奏しても遅く演奏しても，音楽になってい

るのだから良いのだが，現在はカラヤソに近いテン

ポが多いようである（註バ。これはカラヤンが有

名だから皆そのテソポでというのでは勿論ない。こ

の曲にこのテンポが一番説得力があると思うから自

然に」＝104に近いテソポで演奏されることが多く

なるのである。とすると，それぞれの楽曲には妥当

テンポというものがあって，それが作曲者の指定テ

ンポとどういう関係にあるのかを次にいくつかの実

験でみてみたい。

≪実験1．マーチにおける適意テソポについて》

間　どの曲もそれぞれ3つの異った速度で演奏さ

れているが，イロハの3つの中で最もその曲に適し

ていると思う速度で演奏しているものの記号を○で

囲みなさい。（表3）

（表3）使用した曲と速度

速度 曲名 �42�P ��ﾈ�"�

Aルィヴィルマーチ ��h����B�」＝120 ��h���3��

B美　し　い　流　れ ��h����B�」＝120 ��h���3��

Cピ　ク　ニ　ッ　ク �+s��B�」：＝120 ��h6X���3��

Dピ　ー　マ　ー　チ ��h���S"�J』184 畑��#���

曲Aと曲Bは歩くためのもの，曲Cはスキップ用

曲Dはかけ足のものと説明した。また曲名とメトロ

ノーム数はふせ，記号のみで行った。

d　対象　本学幼児教育学科1．2年生72名

C　方法

（1）テープ録音によるピアノ演奏。テンポは

3通りとし，提出順は遅いものから速いも

のへと統一した。録音は，あらかじめテー

プに録音したメトロノームをヘッドホーソ

でききながら研究者が演奏したものである。

（2）（1）のテープを聞いて実際に行進して解答
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を得た。

（3）被験者の歩くためのマーチ演奏。

（表4）結果（表4）と考察

㌃㌍ �42�1コ �6ﾘ���"�

A 鉄ykﾂ�14名 ��kﾂ�

B ��ikﾂ�55名 ��kﾂ�

C ��ykﾂ�47名 悼kﾂ�

D �9kﾂ�35名 儘�ﾂ�

曲A曲Bは共に歩くためのマーチとしての適意テ

ソポを問うたものだが，AはBより遅いテソポを適

とする解答を得た。楽曲中の使用音符は，A曲は

」，几見原恥B曲はよ上月である。
A曲はB曲に比べると音が複雑になりむつかしいた

め，B曲はA曲よりやさしく音も譜面（づら）では

すいていて少ないためにこの差が生じたものであろ

う。A曲の（イ）のテンポを1年生76勘　2年生83

解が適とし，B曲の（p）のテソポでは1年生86痴

2年生63卵；適と答えた。また，AB共同じテンポ

を適としたものは39蕗で；残りの60射まA曲はB曲

より遅いテソポが適だとしている。

A曲B曲を実際に（イ）（ロ）（ノ弓のテソポで

動いた場令　動いての適意テソポと聞いての適意テ

ソポとが一致したものは83多であった。（A，Bの

どちらかと合致しているものも含む）テソポA，B

両曲共と合致したものは25痴あり，テソポ（イ）と
一致した者は38多，（ロ）と一致した者は21多であ

った。また歩きのマーチの2年生（37名）の演奏テ

ンポは次のようであった。

（表5）

」＝112 �)kﾂ�

」＝116 添kﾂ�

J＝120 土kﾂ�

J＝126 ��Ikﾂ�

J＝132 的kﾂ�

J＝138 �9kﾂ�

（その他」＝1鵬1各」＝1竺1名）

しかしこれは学習ずみの時点の調査なので良い成

演として表われた。実際に自分で弾いたマーチで歩

いてみた感想でも89帝までが大体この速さ位で良い

と思うと答えている。少し古い資料をみると，学習

中の段階でのマーチのテソポは概して，」＝92′地

位までの範田に散ってしまう。そして20痴余が行進

には適さない，歩くにもかけ足にも関係なしという

0
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速さとなっている。

曲Cはスキップであるが，これは聞いた時の適意

テソポと実際に動いて得た適意テソポが近い数にな

った。

曲Dはかけ足のマーチで　聞いた時の適意テンポ

と動いてみた適意テンポとの間に大きく差が出た。

♪＝208は聞いている掛ま紺足ができるように思
ったが，このテンポでかけ足をすることは実際には

無理が生じるということになる。

《葉陰2．こどもの歌のテソポについて》

教材として扱っているこどもの歌には殆どの曲に

作曲者のつけた指定テソポが示されている。これ等

指定テソポと適意テソポとの間にどんな関係がある

かをみてみる。

a　使用した曲とその速度（メトロノーム数）は

記号でのみ提示した。（次貢表6）

d　対象　マーチと同じ

C　方法

テープ録音で　歌唱とピアノ伴奏による研究

者の演奏。テンポは作曲者の指定テソポを含め

て3通りとし，提出順序は遅いものから速いも

のへと統一した。

b　結果（表7）と考察

（表7）

㌃＼讐＼ �42�1コ ����"�

E 鉄��（建 ���

F 釘�甲 �9��

G 唐�㊨ �2�

H 鉄��㊥ ���

Ⅰ ��2�49 �"�

J 澱�㊥ ��R�

K �#"�㊤ 湯�

L 鼎��⑲ 釘�

M �R�25 塗�2�

N 肺�｢�54 ��B�

0 田2�言・ ���

P �#��46 ��ｲ�

Q 鼎R�㊥ ���

R 唐�46 倬B�

○は指定テンポ

1．指定テソポに答が集中した曲

G，Jおすもうくまちゃん　85痴（1年生8昭，

2年生83痴）

K　トマトのうち1年生68酵

M　森の夜明けのうち1年生67痴

この中で意外な結果が出たのは「森の夜明け」で，

指定テソポより速いテンポに反応が集まると予想し

ていたが，2年生の47銅執こ速い」＝54に集った

のに対し，1年生は比較的最近に学習したこともあ

ってか普通はゆっくけざると思われた」＝40に集

中した。

2．指定テソポに答が集中しない曲

E　大きなたいこ　　　　　8196

（1年生出動　2年生77酵）

F　めだかの学校　　　　　92痴

（1年生90動　2年生97帝）

L　雨ふりくまの子　　　　67痴

（1年生62勘　2年生73酵）

N　ペンギンちゃん　　　　94喀

（1年生94‰　2年生90酵）

0　お花が笑った　　　　　訂痴

（1年生88動　2年生87喀）

P　ふしぎなマケット　　　93帝

（1年生出動　2年生100酵）

このうち「ふしぎなボケッHは93多（原曲の場

合2年生は30名車29名の者）が，指定テソポより遅

い」＝92を適意テソポとしている。被験者連の演奏も

大体」＝100～92の間でこれはメトり－ム段

階にして3～5目盛遅い訳で；2拍子を分っていて

もこの作曲者の指定テンポ」＝112は妥当だとは言

いがたい。

「ペンギンちゃん」は94密が指定テンポより速い

テソポを適としているが，音符の数が少ないのでつ

まりやすい，容易に遠くできることからきているだ

ろう。「大きなたいこ」は81蕗が指定テソポより遅

いテソボを適としているが，これはこの歌は手遊び

に使い易いこともあって動作を伴ないながら歌うテ

ソポが身についていることによると思われる。「め

だかの学校」は92啓が指定テソポより遅くを適とし

ているが，この曲の春のゆったりした，のんびりし

た，静かな情景も影響しているし，そっとのぞいて

（」．上月月）の付点とことばによって，またす

ぐ前の小節の伴奏部の合いの手によって，リズムが

の彷　それがテンポへと連なっていると思われる。

「お花が笑った」は88帝が，指定テソポより遅いテ

十∵∴二二∴‾＼㍉∴二十
して演奏してしまうことが大きな原田であろう。

「雨ふりくまの子」は67蕗が遅い方が適としている

が，これはこの曲のリズム月」うによると考えら
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（表6）

どの曲もそれぞれ3つの異った速度で演奏されているが，イロハの3つの中で最もその曲に適していると

思う速度で演奏しているものの記号を○で囲みなさい。

速度 曲名 �42�1コ �6ﾘ���"�備　　　　　考 

E　大きなたいこ ��h����Sb�」＝　72 ��������"�）■伴奏だけの演奏 ）簡易伴奏付演奏 

Fめだかのがっこう Gおすもうくまちゃん H大きなたいこ ��h���x���」≡1；… �-X�2�

＝　　56 ��h���x�2�＝　　92 

Ⅰ　めだかのがっこう ��h����s"���h������

J　おすもうくまちゃん �������澱�」＝112 ������h�8�2�

K　トマト 畑����c��」＝　78 

L　あめふりくまのこ ��h�����」＝108 

M　もりのよあけ 價＝　54 �,8����8�2�

N　ペソギソちゃん ��h����B�＝116 

0　おはながわらった ��h���h�2�1＝　84 ��h������

P　ふしぎなポケット 刄R＝　92 ��h����"�

Q　おはながわらった ��h����c2�1＝　84 �-S"�

R　ふしぎなポケット ��h����s"�つ＝　92 

曲　　　　　　名 僣������調 ��ﾈ��7���Ux����鹵�使用主リズム 

S　とんぼのめがね �"�+r�C 佝Hﾇﾈ��*ﾘﾖ8�s�"�m 

T　ベこの子うしの子 俛��G 冦 

U　ヨット ���amoll �*H,(*ﾘ+X*ﾘ��������(*ﾘ.x*"�JJ．♪1月JJ 

Ⅴ　び　わ 亊ﾂ�C �.H.ｨ.�.h*H,�+ｸ,�,h�h��モ�JT日　」．夕月 

W　ふうせん 俘r�D ��ﾈ��ヨ犬�JJコJJ 

Ⅹ　なみとかいがら 亳r�C 畑�����rTll 

れる。普通ならば符点がだんだん短くなりついには

無くなってしまって，前へころんだ崩れたリズムに

なって，テンポは加速度的に速くなっていくものだ

が，この曲では反対現象が起っている。歌詞にもよ

るが音の並び方と1egatoな感じがそうさせている

ものと思われる。

3．答が指定テンポと相半ばした曲

K　「トマHでは2年生50啓が合致

M　「森の夜明け」では2年生43多合致

これらの曲の他に」＝80～92の静かな曲（例小

さい秋みつけた，風さんだって，ゆりかご等）は指

定テンポに近いか，指定テンポより少し遅いテソボ

を、適と感じ，演奏する。しかしこれと同じテンポの

曲でも1小節内に使用される音符の数が少なく小節

内の歌詞（言葉）の少ない曲（例　びわ，お母さん

等）は指定テンポ辺かもしくは少し早目を適意テン
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ポと感じる。が，付点のリズムで元気のいい」＝100

～112の速い曲（例　とんとん友だち，ぼうやが書

いた等）は指定テソポよりメトロノーム目盛の3～

7段階も速いテンポを適性と感じている。しかしこ

れらは演奏している側が感じる適性テンポであって，

きく側には急く1早いの感を与える。これは演奏技

術（ゆっくり弾くのは結構むつかしい），歌唱技術

（息が足りなくなる），またそのテソポでの練習等

からくる慣れなどからくるものと考えられる。

4．歌詞の有無によるテソポ感の違いについて

同一軋　同一テソポでみてみる。

（表7の曲　E・H，F・Ⅰ，G・J）

個々にみてみると，歌がついていても伴奏だけで

も同じ速さを適とする著は

E・H　大きなたいこ　　　　76多

F・Ⅰ　めだかの学校　　　　72喀



音楽におけるテソポについて

G・J　おすもうくまちゃん　909乙

で，このうち指定テンポと合致するものは，それぞ

れ10勘　3勘「おすもうくまちゃん」は67感である。

ピアノ伴奏のみの方が歌付きよりも適意テンポが

速くなったものは

大きなたいこ　　　　　17酵

めだかの学校　　　　　11帝

おすもうくまちゃん　　　21酵

ピアノ伴奏だけの方の適意テンポが指定テソポより

遅くなったのはそれぞれ7‰17勘　6帝であった。

5．同一曲で伴奏の難易によるテソポ感の違い

について（蓑7の曲ひQと曲P・R）

個人別に伴奏の難易共に同じテソポを答えたもの

は1年7摘，2年5〔欄で　そのうち指定テソポはそ

れぞれ7多と1咽が選んだ。また，簡易伴奏の方を

オリジナルより速いテソポを適としたものは「お花

が笑った」「ふしぎなポケット」とも3帽であった。

やはり音符がすいてくると聴覚でも視覚から来ると

同じ反応を示すことがここに表われた。

≪実験3．楽曲中の諸要素によるテソポ感の差につ

いて》

テソポは同じだが使用音符，拍子，リズム，調性

等がそれぞれ異っている曲3曲ずつ2群を用意した。

a　使用した曲

問　次の3つの曲のうち，速度の遅い曲から順に

番号をつけなさい。（1．2．3で）。もし3曲共

同じ速度で演奏していると患われる群には「皆

同じ」に○を，また3曲のうちどれか2曲だけ

同じ速度だと思うものには同じ曲どうしに○を

つけなさい。

S　とんぼのめがね

T　ベこの子うしの子

U　ヨット

Ⅴ　びわ

W　ふうせん

Ⅹ　なみとかいがら

ただし，曲名は記号でのみ捷示。

b　対象　マーチと同じ

C　方法　前に同じ

（表10）

d　結果（表8）と考察

（表8）

曲 丶i:���+b�2つ同じ 丶h岳��*B�

S・T・U �#�kﾂ�40名 ��)kﾂ�

Ⅴ・W・Ⅹ �#ykﾂ�31名 ��9kﾂ�

正反応は」＝112の群で28動J＝88の群では38

」＝112群で内2曲が同速度としたものが5昭であ
るが，そのうち最も多い組み合わせは「とんぼのめ

がね」と「べこの子うしの子」の29‰　次が「べこ

の子」と「ヨット」の17感であった。これは調性によ

る所と，2拍子系と3拍子の違い，また使用リズム

からくるもの等音楽の諸要素からくる曲の感じの適

い，つまり，曲Sと曲Tは共に軽快で元気よくはず

んだ曲であるのに対し，曲Uは美しくなめらかに流

れるような昔なっかしい情緒あふれる曲であるとい

う遣いによるものであろう。（前貢表9参照）

」＝88群で内2曲は周速度としたものは43蕗であ

ったが，その中で最も多い組み合わせは「ふうせん」

と「なみとかいがら」の43針で　残りの組み合わせ

2種共に8感である。これは拍子による影響が大き

く，残りの8鋸ま迷いの現われと解する。

3曲共異テンポとしたものは，17．8多であって，

そのうち「ヨット」→「ペこの子うしの子」→「と

んぼのめがね」の順で速くなっていると答えた者4

名，「びわ」→「なみとかいがら」→「ふうせん」

の順で速くなっ・ていると答えた者4名があるが，こ

れも音楽の諸要素によるテンポ感覚のゆれを示すに

納得させる順をとっていると思う。

≪実験を終えて－考察》

今回は器楽曲の浜奏上のテソポについて調べるこ

とはしなかったが（いわゆる演奏用の曲），具体的

な手がかりのある曲，つまり歩くための曲とか歌詞

がある塀のもののような比較的身近なものについて

みてきた。

歩くためのマーチの演奏では，2年生37名中J＝

120～126で演奏した者は57多，J＝112～116で

演奏した者は19肇であった。そのうち音符数の少な

速度 曲 ��h����b�」＝120 ��h���#b�」＝132 ��h���3��」＝144 佗b�

こ　どものマーチ ���0 �)kﾂ�1名 �9kﾂ�1名 土kﾂ�

ロ　シ　ア　マ　一・チ ��kﾂ�2名 �9kﾂ�2名 ���0 悼kﾂ�
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い軽快な「こどものマーチ」と音の重なりの多い重

厚な「ロシアマーチ」を演奏した15名をとり出して，

その演奏テソポの分布をみてみる。（前貢表10）

これで実際に歩いてみると「こどものマーチ」は

」＝126では少し遅いと感じているのに「ロシアマ
ーチ」の」＝126ではこの速さで良いと思うが少し

速すぎたのではなかろうかと不安そうに答えている。

こどもの歌では一般に指定テソポより遅い速さの

演奏に適意テンポを感じた答が多かったが，これは

演奏にも左右されたかも知れない。普段をみている

とどうも表現方法が粗雑になり速度も速くなりがち

であると思われていたのだが，聞いてのテンポ感と

演奏時のそれはいろいろ複雑な諸要素がからまって

来て一致しにくいということであろう。楽譜を見て

先ず何が目に入るかを調べてみると，曲名，音高と

いうものが多いのだが，速度記号速度標語が目に入

るのは1～3番目というのが亜‰　5番目まで位に

気がついた著は馳‰　ついに気がつかなかったと思

われる著は57名中1名であった。患っていたより速

度に関しては意識の中にはあるようだが，いざとな

ると「演奏技術が及ばなくて」「指を動かすだけで

精一杯」というのが現状であろう。また拍子のとり

違いによってもテソポは大きく変ってくる。例えば

「ちゅう。っぷ」では（室∋毎◎㊧であ
るのを、⑧◎㊧⑦⑧◎㊧㊦と歌う，つまり2拍手を

4拍子にきざんで歌えば当然遅くなり，曲の感じは

全く変ってしまう。また，楽譜がやさしかったり，

リズミカルな曲だとどんどん速くなりがちだし，叙

情的な歌詞の曲やゆったりした感傷的な曲はずるず

ると間のびしてしまう。テンポ感は性格や肉体的な

（例えば脈はく等）ものが関係しているのではない

かと患って測定してみたが，今回はそれ等による差

は見出せなかった。またこどもの歌で；知っている

歌とそうでないものとの反応の差もみられなかった。

テソポについては，他の音楽の諸要素よりも容易に

正すことが出来るといえよう。ただし，正しい認識

と関心があればであるが。音高の間違いや，リズ

ムの誤まりを正すことは大変にむつかしいひ本人が

良いと思っていると，一度直したのがまたもとの通

りの間違いに戻ってしまっても本人は気がつかない

ということはよくあることだが，テソポはそれ等と

同じ現象は起らない。違えば気がつく。しかし，作

曲者の指定テソポもわきまえず自分の呼吸やピアノ

伴奏の簸易など音楽そのものに関係のない御都合か

らきた速さをその曲のテンポだと思いこんでしまう
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こと，これが普段の学習の憩嵐音楽に対する姿勢

でゼロか無限大かに分れる。作曲者の指定テソポと

被験者の適意テンポとのずれ札こどもの歌の場島

（今回1曲だけはどうしても指定テンポが妥当テソ

ポだとは思えないが）双方の意識の違いからくるの

ではないだろうか。作曲者は純粋に音楽性　豊かな

芸術的表現でのテソポを思い，歌う側の保育者やこ

ども達はそれとは別にその歌に対する慣れだけでテ

ンポを何となく決めてしまうことから来るのではな

いだろうか。今マーチを学習中の学生は自分の演奏

している曲のメトロノーム数を殆ど正確に言い当る

ことができてきている。これはテンポを意識した成

果である。妥当テソポと思って弾いたマーチを自分

で実際に歩いてみて，適意テンポと妥当テソポとに

差を認めたからである。テソポを意識していなかっ

た頃可＝92も歩けると思っていたのだから。この

差はメトロノーム目盛にして6～8の差になる。2

目盛の差になってもテンポの違いを感じるのだから

これは大きな進歩といえよう。適意テソポは妥当テ

ンポと重なり得る。作曲者の指定テンポが妥当テソ

ポと重なることは，一部の曲を除いて殆どは可とい

えるが，それが適意テンポと重なるためには，指定

テソポを顕に入れておくことである。指定テ・ソポで

こどもの歌を歌おうとすれば，歌詞が丁寧に扱われ，

詞が単なる音の記号としての羅列でなく，生きた言

葉による音楽になる。

《まとめ≫

日頃の学習ではとかく速い演奏テソポが多く見受
けられるが，今回の調査でこれは感覚に起因するも

のではないとみてよいだろう。マーチのうち，かけ

足の場合は妥当テソポと適意テソポとの差が大きく

その一致はむずかしいが，歩きのマーチとスキップ

では容易に一致できる。また，こどものうたでは作

曲者の指定テソポより遅いものを適意テソポとした

ものが多かったことからその一致はかえって容易で

あろう。このことから学習時のテソポに対する意識

の有無とその手がかりになるメトロノームや楽言普の

正しい判断力の有無が，正しく音楽を表現するため

の鍵になると言えよう。
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